
講
義

科
目

名
称

D
P

P
O

1
　

人
の

尊
厳

と
個

人
、

文
化

、
社

会
の

多
様

性
に

つ
い

て
の

幅
広

い
知

識
を

基
に

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
を

理
解

し
て

い
る

D
P

P
T
1
 保

健
・
医

療
・福

祉
領

域
に

お
け

る
身

体
的

・
社

会
的

問
題

に
対

応
で

き
る

高
度

な
専

門
的

知
識

を
修

得
し

て
い

る

D
P

O
T
1
 保

健
・
医

療
・福

祉
領

域
に

お
け

る
社

会
生

活
機

能
に

関
す

る
問

題
に

対
応

で
き

る
高

度
な

専
門

的
知

識
を

修
得

し
て

い
る

D
P

P
O

2
 高

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
持

っ
て

多
様

な
人

々
と

関
わ

る
こ

と
で

世
界

観
を

確
立

で
き

る

D
P

P
T
2
 障

が
い

構
造

を
科

学
的

、
論

理
的

に
解

釈
し

、
多

様
な

社
会

的
要

請
に

対
応

し
た

理
学

療
法

を
立

案
・
実

践
で

き
る

D
P

O
T
2
 生

活
・
障

が
い

を
科

学
的

に
分

析
・
評

価
し

、
作

業
療

法
学

的
視

点
か

ら
高

度
な

治
療

・
支

援
が

で
き

る

D
P

P
O

3
-
1
 報

謝
の

至
誠

の
も

と
自

己
研

鑽
に

励
み

、
他

者
に

方
向

性
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

D
P

P
O

3
-
2
 保

健
・
医

療
・
福

祉
領

域
に

関
す

る
調

査
・
研

究
に

取
組

み
、

そ
の

成
果

を
持

っ
て

文
化

を
創

造
で

き
る

D
P

P
T
3
 理

学
療

法
士

と
し

て
社

会
的

役
割

と
責

任
を

自
覚

し
、

高
度

な
知

識
と

技
術

を
持

っ
て

他
職

種
と

協
働

で
き

る

D
P

O
T
3
 作

業
療

法
士

と
し

て
社

会
的

規
範

に
従

い
行

動
し

、
高

度
な

知
識

と
技

術
を

持
っ

て
対

象
者

お
よ

び
社

会
に

貢
献

で
き

る

情報処理演習 〇 〇 〇

科学的思考 〇 〇 〇

生命と科学（リハ） 〇 〇 〇

生活と化学 〇 〇 〇

社会と数学 〇 〇 〇

文化教養ｾﾞﾐⅠ 〇 〇 〇

文化教養ｾﾞﾐⅡ 〇 〇 〇

英語Ⅰ 〇 〇 〇

英語Ⅰ 〇 〇 〇

英語Ⅱ 〇 〇 〇

英語Ⅱ 〇 〇 〇

英文講読 〇 〇 〇

倫理学 〇 〇 〇

哲学 〇 〇 〇

異文化コミュニケーション 〇 〇 〇

教育学 〇 〇 〇

保健科学 〇 〇 〇

体の仕組みと病気 〇 〇 〇

スポーツⅠ 〇 〇 〇

スポーツⅡ 〇 〇 〇

人間関係・コミュニケーション論 〇 〇 〇

世界ことばの旅 〇 〇 〇

文化人類学 〇 〇 〇

地域文化論 〇 〇 〇

社会学 〇 〇 〇

政治学 〇 〇 〇

人間発達学 〇 〇

心理学 〇 〇

臨床心理学 〇 〇

解剖学Ⅰ 〇 〇

解剖学Ⅱ 〇 〇

解剖学実習 〇 〇

生理学Ⅰ 〇 〇

生理学Ⅱ 〇 〇

生理学実習 〇 〇

病理学 〇 〇

リハビリテーション医学 〇 〇

総合リハビリテーション学 〇 〇

リハビリテーション臨床検査診断学 〇 〇

内科学 〇 〇

整形外科学 〇 〇

神経病学 〇 〇

小児科学概論 〇 〇

精神医学 〇 〇

医療学入門（OT) 〇 〇

医療学入門（PT) 〇 〇

リハビリテーション概論 〇

保健福祉学 〇 〇

公衆衛生学 〇 〇

理学療法学概論 〇 〇

理学療法研究法 〇
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理学療法学研究法演習 〇

理学療法学研究法特論 〇

運動学ⅠPT 〇

運動学ⅡPT 〇

理学療法管理学概論 〇

医療管理学PT 〇

理学療法評価診断学 〇

理学療法評価診断学演習 〇

理学療法評価診断学実習 〇

神経症候学演習 〇

病態運動分析学 〇

体表解剖学演習PT 〇

日常生活活動学PT 〇

日常生活活動学実習PT 〇

運動療法学概論 〇

義肢装具学 〇

義肢装具学実習 〇

物理療法学 〇

物理療法学実習 〇

運動器障害理学療法学 〇

運動器障害理学療法学実習 〇

神経筋障害理学療法学 〇

神経筋障害理学療法学実習 〇

内部障害理学療法学 〇

内部障害理学療法学実習 〇

発達障害理学療法学演習 〇

理学療法総合技術演習Ⅰ 〇

理学療法総合技術演習Ⅱ 〇

理学療法安全管理論 〇

理学療法学セミナー 〇

老年期障害理学療法学 〇

老年期障害理学療法学演習 〇

地域理学療法学 〇

日常生活環境学PT 〇

臨床実習ⅠPT 〇

臨床実習Ⅱ-1PT 〇 〇

臨床実習Ⅱ-2PT 〇

臨床実習Ⅲ-1PT 〇 〇

臨床実習Ⅲ-2PT 〇 〇

作業療法学概論 〇 〇

作業療法研究法 〇

作業療法学研究法演習 〇

作業療法学研究法特論 〇

運動学ⅠOT 〇

運動学ⅡOT 〇

作業療法管理学概論 〇

医療管理学入門OT 〇

作業療法評価学 〇

作業療法評価学実習 〇

作業療法総合技術演習 〇

体表解剖学演習OT 〇
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基礎作業学 〇

基礎作業学実習 〇

身体障害作業療法学Ⅰ 〇

身体障害作業療法学Ⅱ 〇

身体障害作業療法学実習 〇

精神障害作業療法学Ⅰ 〇

精神障害作業療法学Ⅱ 〇

精神障害作業療法学実習 〇

発達障害作業療法学 〇

発達障害作業療法学演習 〇

老年期障害作業療法学 〇

高次脳機能障害作業療法学 〇

高次脳機能障害作業療法学演習 〇

義肢装具学実習OT 〇

日常生活活動学OT 〇

日常生活活動学実習OT 〇

作業療法学セミナー 〇

作業療法学特論Ⅰ 〇

作業療法学特論Ⅱ 〇

作業療法学特論Ⅲ 〇

作業療法学特論Ⅳ 〇

地域作業療法学 〇

地域作業療法学演習 〇

地域リハビリテーション演習 〇 〇

日常生活環境学OT 〇

臨床実習Ⅰ-1 〇

臨床実習Ⅰ-2 〇

臨床実習ⅡOT 〇 〇

臨床実習Ⅲ-1OT 〇 〇

臨床実習Ⅲ-2OT 〇 〇


